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広域無線 LAN環境における電波状態改善の取り組み 
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研究科, 2.東北大学 東北メディカル・メガバンク機構）

 
著者らは2014年、キャンパス内の医学部6号館・メディカルメガバンク棟（以下、6号館）の新棟建設に伴

い、7階建の建屋全域に100台の無線アクセスポイントを設置するとともに、無線 LANコントローラも合わせて導

入して、チャネルは固定、電波強度は自動調整する形で運用していた。広範囲で無線 LAN環境を提供する場

合、管理下にある周辺の無線アクセスポイントや利用者自身が保持している無線アクセスポイント等による電波

干渉によって、無線通信の品質の低下が引き起こされる。これは無線 LANサービスを運用する上で重大な課題の

1つである。運用当初から”無線が頻繁に切れる”、”速度が遅い”、”通信が不安定”といった苦情が多く寄せ

られ、その都度、無線通信のスペクトルアナライザを用いて周辺環境の電波状態を採取し、無線アクセスポイン

トやコントローラのログ情報および統計情報と突き合わせながら、無線設定の変更を繰り返し行ってきた。しか

しながら、一時的な不具合の改善に留まり、抜本的な解決には至らなかった。 

上述した不具合を抜本的に解決するため、無線アクセスポイント単体に対する基本機能の動作検証に加え、電波

出力状態の正常性を確認した。次に、個々の無線アクセスポイントの電波出力状態および周辺のアクセスポイン

ト等からの電波受信状態の情報を収集し、その情報の分析を通して、電波の干渉状況を推測し、無線アクセスポ

イントの設定を変更した。さらに、変更後の電波出力状態および電波受信状態の情報を再度収集および分析

し、無線アクセスポイントの設定変更を繰り返し行うことで電波環境の改善を実施した。電波環境の調整を半年

以上実施した結果、建屋全体で電波状態を大きく改善させることができ、利用者からの苦情も皆無となった。 

本稿では、電波環境の改善の取り組みで実施した具体的なプロセス、経過、発生した課題等を報告する。
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 In 2014, along with the construction of the new building of the school of medicine building 6 on the campus, 100 

wireless access points are installed there and wireless LAN controllers are also introduced, the channel is fixed 

and the transmission strength is automatically adjusted It operated in a form. In the case of constructing a wireless 

LAN, the quality of radio communication is deteriorated due to radio wave interference by surrounding radio 

access points. This is a serious problem in operating the wireless LAN service. After a service start, a lot of 

complaints "that an electric wave was unstable" in were put by a user. We gather the spot and a neighboring 

electric waves state in radio spectrum analyzers each time, various settings of the wireless access point were 

changed while matching it with logs and statistical information of the wireless access point. However, it did not 

reach a drastic solution. Therefore, we estimate the cause of this trouble as interference caused by dense wireless 

access points and decided to review and optimize the entire wireless LAN environment of the building toward its 

fundamental solution. 
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1.はじめに 
東北大学の星陵キャンパスにある医学部 6 号館・メディカ

ルメガバンク棟（以下、6 号館）では、2014 年の新棟建設に伴

い、7 階建の建屋全域に 100 台の無線アクセスポイント（以下、

無線 AP）を設置するとともに、キャンパス内では初めて無線

LAN コントローラ（以下、コントローラ）を導入した。多くのコン

トローラでは、チャネルと電波強度の自動調整機能を用いて

効率的に無線LANを運用することができる。しかしながら、導

入したコントローラの自動調整機能を検証した所、無線 AP の

チャネルと電波強度が頻繁に変動を繰り返し、クライアントの

通信が安定しないことを確認し、チャネルのみ固定して運用

していた 1)。運用開始後、通信が不安定であるといった利用

者からの問い合わせが定期的に寄せられ、無線APの設定を

調整しながら運用していた。利用者からの問い合わせ対応を

通して、無線 AP が高密度に配置されていることによって干渉

が頻繁に発生していることを考え、建屋全域の無線 LAN 環

境を抜本的に見直して設定を最適化するに至った。 

本稿では、コントローラによる自動調整を用いずに、建屋全

域の無線 LAN 環境を改善した取り組みについて報告する。

先ず 2章では無線 LAN環境の課題について述べ、3章では

無線 LAN 環境の改善方法を述べる。4 章はその実施と結果

について述べる。5 章は本稿のまとめである。 

2.課題および目的 
6号館の無線 LAN環境の概要を表 1に示す。無線規格は、

IEEE802.11n を採用し、研究・教育用は、2.4GHz 帯の 1、6、

11 の 3 チャネル、診療用は、5GHz 帯の 36、40、44、48 の 4

チャネルを使用し、電波強度は自動調整で運用している。 

表 1 無線 LANの概要 

 

運用当初から 2.4GHz 帯の無線環境において、「接続が頻

繁に切れる」、「速度が遅い」、「通信が不安定」といった利用

者からの問い合わせが定期的に寄せられていた。問い合わ

せが来る度に、無線スペクトルアナライザを持参して、申告場

所の電波状況を確認して、最寄りの無線APの送信強度の調

整などを行い対処していた。 

これらの問い合わせ対応を通して、無線 LAN に接続する

クライアントが物理的に移動していないにも関わらず、無線

AP 間で頻繁にローミングしている不具合が判明した。当初は、

送信強度の調整によって改善を試みたが、改善することはで

きなかった。不具合が発生している無線 AP では、検知される

最寄りの無線 AP の電波が多い状況が見受けられ、無線 AP

が高密度に配置されているためにこのような干渉が発生して

いると考えられた。本稿では、これらの問題を改善するため、

建屋全域を対象に網羅的に改善することを目的とする。 
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3.方法 
最初に建屋内のどこでどれくらいの干渉が起きているかを

把握するため、各無線APからステータス情報を収集する。効

率的に作業ミスなくステータス情報を収集するため、ステータ

ス情報取得ツール(TeraTerm マクロ 2) )を作成して実施する。

作成したステータス情報取得ツールの一部抜粋を図 1 に示

す。これにより、100台の無線APにログインすることなく、全て

の無線APのステータス情報を一括取得することが可能となる。

また、実際に取得するステータス情報の項目を以下の表 2 に

示す。これらの中で、各無線APが隣接の無線APから検知し

た電波の情報（赤）は、重要な項目である。この情報によって、

各無線APが隣接の無線APと干渉しているかを把握すること

が可能となる。 

表 2 ステータス情報の項目一覧 

 

干渉の発生有無の把握に加えて、干渉の強弱を明確にす

るため、無線 AP の RSSI強度をもとに、表 3に示す 4段階の

干渉レベルに分類する。 

表 3 干渉レベル基準 

 

4.結果 
実際の環境へ 3 で述べた方法を適用した。ステータス情報

取得ツールを用いて無線APのステータス情報を取得し、表4

に示す干渉レベルで分類した隣接 AP 情報を作成した。 

 

表 4 隣接 AP情報 

 

さらに、図2に示すように、機器の配置図面に隣接AP情報

を併記し、無線 AP自身の電波がどこまで届いているか、各フ

ロアや各部屋の電波の混雑状況などが視覚的に判断できる

ように可視化した。これを用いて、干渉レベルが 3(黄色)と

4(赤)の無線 AP を対象に適切なチャネルを割り当てて、干渉

を回避するように無線 AP の設定の調整をする。調整にあた

っては、最初に干渉の少ない 5GHz 帯に適用し、次に干渉の

多い 2.4GHz 帯に適用した。 

 

 
図 2 無線 APの配置図面 

先ず隣接AP情報から干渉レベルが3(黄色)と4(赤)の箇所

を抽出し、それぞれの利用しているチャネルを調べて同じチ

ャネルを使っている場合は、周辺の電波状態を確認しながら

干渉の少ないチャネルに変更した。これは、チャネルの重なり

をできるだけ軽減するためである。5GHz帯の場合には、利用

可能なチャネルが 4 つ(36、40、44、48)あるため、変更先のチ

ャネルを容易に見つけることができた。一方、2.4GHz 帯の場

合には利用可能なチャネルが 3つ(1、6、11)しかないため、変

更先としてどのチャネルを選択しても干渉を解消することがで

きない箇所が多く見受けらえた。そのため、干渉している無線

AP の 1 つを停波することで対処した。停波する無線 AP は、 

 
図１ ステータス情報取得ツール 
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周囲の部屋の利用度、重要度などを踏まえて選択し、停波し

ても他の隣接 AP からの電波を受信できるように設定した。 

本作業は、手順の確立を含めて 3か月の時間を要し、表 5に

示す台数の無線 AP に対して設定変更を行った。これらの作

業の結果、干渉レベル 3 以上の無線 AP を半数以下に軽減

することができており、本作業が有効に機能していることが分

かる（図 3）。 

無線環境は一度調整すれば不変ということではなく、利用

者の増減や障害物の移動、外来波の強弱など様々な要因で

変動することから、同様の作業を定期的に実施し、概ね数台

の無線 AP の設定変更で最適化を図っている。なお、これら

の作業では、手順が確立していたこともあり、実質半日程度

の時間で完了している。 

以上のように、建屋全域での無線 LAN 環境の電波環境の

改善を実施した。 

5.結論 
著者らは、無線 AP が高密度に配置されている環境におい

て、導入したコントローラでは期待通りの自動調整が働かなか

ったため、手動設定で無線 LAN 環境を提供してきた。利用

者からの通信が不安定であるといった問い合わせがきっかけ

となり無線 AP が高密度に配置されていることによって干渉が

頻繁に発生していることに着目し、建屋全域の無線 LAN 環

境を抜本的に見直して設定の最適化を図った。改善した後

は干渉が原因となる利用者からのトラブルの連絡もほぼゼロ

になり、運用面での効果も目に見えて実感することができた。

この環境を維持できるよう、今後も念のため年に数回は電波

状態の確認を続ける予定である。今回の取り組みは、無線

LANそのものに対する知識やトラブル解決への対策を深く考

えるきっかけとなり、非常に貴重な取り組みであった。 
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表 5 設定を変更した無線 AP数 

 

 

図 3 干渉発生数（干渉レベル 3以上） 


